
北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 文化交流史（社会選択）
科目基礎情報
科目番号 0184 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 「謎とき日本近現代史 (講談社現代新書)」、野島 博之著、講談社
担当教員 大熊 智之
到達目標
１）東アジア地域の近代史の流れが理解できる。
２）東アジア世界の成り立ちについて理解できる。
３）東アジアの情勢、各国の文化的歴史的背景が理解できる。
４）文化の多様性について理解し、考察することができる。
５）歴史に対する自らの意見を持つことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 東アジア地域の近代史の流れが十
分に理解できる。

東アジア地域の近代史の流れがほ
ぼ理解できる。

東アジア地域の近代史の流れが理
解できない。

評価項目2 東アジア世界の成り立ちについて
十分に理解ができる。

東アジア世界の成り立ちについて
ほぼ理解ができる。

東アジア世界の成り立ちについて
理解ができない。

評価項目3 東アジアの情勢、各国の文化的歴
史的背景が十分に理解できる。

東アジアの情勢、各国の文化的歴
史的背景がほぼ理解できる。

東アジアの情勢、各国の文化的歴
史的背景が理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
東アジアの近現代史の理解を行う。特にその中での国同士の交流史に重きを置いてこれまで習ってきた歴史的知識を深
めると同時に、他国の歴史教育に触れることによって違いを理解することが目的である。
これまで以上に隣国と接することとなるだろうこれからの社会を生きていくための力を育てていく。

授業の進め方・方法
教科書をもとに映像資料を含めた資料・史料を使い授業を展開する。タイムリーな話題に関するプリントなどは適宜配
布予定であるが、教科書・ノートを毎回準備すること。世界の出来事や話題に対して興味を持ち授業に参加されたい。
講義以外にもディベートや発表の場を設け、自らの歴史観を育てていけるように、授業に参加されたい。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 アヘン戦争、明治維新（１） アヘン戦争は世界にどう伝わったのか、台湾出兵、征
韓論

2週 アヘン戦争、明治維新（２） 台湾出兵
3週 アヘン戦争、明治維新（３） 征韓論
4週 日清戦争と台湾割譲（１） 脱亜論、台湾総督
5週 日清戦争と台湾割譲（２） 霧社事件、華夷体制
6週 日清戦争と台湾割譲（３） 明成皇后
7週 日露戦争と朝鮮の植民地化（１） 日本海海戦
8週 日露戦争と朝鮮の植民地化（２） 東遊運動、アジア民族運動

2ndQ

9週 日露戦争と朝鮮の植民地化（３） 日韓協約
10週 辛亥革命と民族運動（１） 孫文、梅屋庄吉
11週 辛亥革命と民族運動（２） 大アジア主義演説、宮崎滔天
12週 辛亥革命と民族運動（３） 民族自決、米騒動
13週 満州事変と「満州国」（１） 柳条湖事件、溥儀
14週 満州事変と「満州国」（２） 東三省、塘沽停戦協定
15週 満州事変と「満州国」（３） 五族協和、王道楽土

16週 定期試験 1～15週までの内容を網羅した試験により、、授業内
容の理解の定着を図る。

後期

3rdQ

1週 日中戦争（１） 盧溝橋、援蒋ルート
2週 日中戦争（２） 第二次上海事変
3週 日中戦争（３） 南京政府、重慶政府
4週 アジア・太平洋戦争と国共内戦（１） ハルノート
5週 アジア・太平洋戦争と国共内戦（２） 南進論と北進論、光復軍

6週 アジア・太平洋戦争と国共内戦（３） 内戦で戦った日本人、中台での国共内戦の描かれ方の
違いは

7週 朝鮮戦争とベトナム戦争（１） 2つの主義、東西冷戦
8週 朝鮮戦争とベトナム戦争（２） 南ベトナム解放軍

4thQ

9週 朝鮮戦争とベトナム戦争（３） 日米安全保障条約
10週 国交正常化（１） 戦後補償、文化大革命
11週 国交正常化（２） 朴正熙、金日成
12週 国交正常化（３） ホーチミン
13週 改革・開放と民主化（１） 4つの現代化
14週 改革・開放と民主化（２） 2・28事件、光州事件
15週 改革・開放と民主化（２） 学生運動



16週 定期試験 1～15週までの内容を網羅した試験により、、授業内
容の理解の定着を図る。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 社会

地歴

産業活動（農牧業、水産業、鉱工業、商業・サービス業等）など
の人間活動の歴史的発展過程または現在の地域的特性、産業など
の発展が社会に及ぼした影響について理解できる。

2

人間活動と自然環境との関わりや、産業の発展が自然環境に及ぼ
した影響について、地理的または歴史的観観点から理解できる。 2 前4

社会や自然環境に調和した産業発展に向けた現在までの取り組み
について理解できる。 2 前9

日本を含む世界の様々な生活文化、民族・宗教などの文化的諸事
象について、歴史的または地理的観点から理解できる。 2

国家間や国家内で見られる、いわゆる民族問題など、文化的相違
に起因する諸問題について、地理的または歴史的観点から理解で
きる。

2

文化の多様性を認識し、互いの文化を尊重することの大切さを理
解できる。 2

公民

哲学者の思想に触れ、人間とはどのような存在と考えられてきた
かについて理解できる。 2

諸思想や諸宗教において、自分が人としていかに生きるべきと考
えられてきたかについて理解できる。 2

諸思想や諸宗教において、好ましい社会と人間のかかわり方につ
いてどのように考えられてきたかを理解できる。 2

民主政治の基本的原理、日本国憲法の成り立ちやその特性につい
て理解できる。 2

資本主義経済の特質や財政・金融などの機能、経済面での政府の
役割について理解できる。 2

現代社会の政治的・経済的諸課題、および公正な社会の実現に向
けた現在までの取り組みについて理解できる。 2

地歴・公民

現代科学の考え方や科学技術の特質、科学技術が社会や自然環境
に与える影響について理解できる。 2

社会や自然環境に調和し、人類にとって必要な科学技術のあり方
についての様々な考え方について理解できる。 2

今日の国際的な政治・経済の仕組みや、国家間の結びつきの現状
とそのさまざまな背景について理解できる。 2

環境問題、資源・エネルギー問題、南北問題、人口・食糧問題と
いった地球的諸課題とその背景について理解できる。 2

国際平和・国際協力の推進、地球的諸課題の解決に向けた現在ま
での取り組みついて理解できる。 2

評価割合
試験 課題・発表 リアクション・ペーパー 合計

総合評価割合 70 20 10 100
基礎的能力 70 20 10 100


